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あつという間に2学期も終わりを迎え、もうすぐ子どもたちが楽しみにしている冬体みが始まりま

す。市内の小中学校では、インフfιエンザふιlも感絵性胃陽贅の流行が日立ぢましたが、年EE汁に勝

インフ′Lエンザの流行nt予想され春す。書体諄中も、お子さんか『早寝・早起毒・朝ご勝んJを中心

に、視則正しく生活てこうようにご協力をお願いし春す。

*学   委員後を行し1参し態*
こころし紳うだ*肥ぢび～2回ジェクト『～      臓池理シ蹄 えきう～

11月 17日の授業後に、全教職員 0児童代表 (保健委員)・ 保護者代表が集まり、学校保健委員会

を行いました。保健室で子どもたちの様子を見ていると、体調不良の訴えの裏には、「何とな<気分が

すつきりしない」「疲れたから休みたい」という気持ちが感じられます。そこで、今回は子どもの “疲

れ"や “イライラ"について調べ、どぅしたらlbも体も健康に過ごせるのかをテーマとして設定しました。

はじめに、贅護教諭からアンケート結果の報告をしました:

0ここうこからだのアンケr卜結果(‐部抜粋)O

晏 疲れ・ イライラを感じている子は 86%′
→10人中8人の子が疲れ・ イライラを感

じているという結果になりました。

膠こんこ

☆ 体をたくさん動かす “部活動"に
よる疲れ (体の疲れ)よりも、人間

関係や勉強なこによる疲れ(Jふの疲
れ)を感じτいる子が多いようです。

☆ テレビを見たιlゲ‐ムをし年|:しτ
:′ワじッシュしている子■l多いようで

す。その他には、ビアた ひく、運m
読書、ペットこ遊ぶなどが多かつた

2ぐ 浄

子どもの休書`:17じ
ッシュ法は何?

テレビ・ゲーム・′lSrコン

an呂に入る

好き0音楽を聴く・歌う

早く寝る

おうちの人こ離寸

常識 議す

その他



不肇なこきや日暴 に相誦u"lal

不安なときや困つたときに『相談したいffじて0ないJこ答えた子が 22%いました。自分の不安

や悩みを言葉にできなかつたり、言い出せなかつたりする子がいるようです。

恭児童保健委員会によう発表―「疲れの種類」こ「療れに合った体群方・リフレッシユ法」恭

《じ 熱働τ楽ッんで<だれヽ

ф教職員・保護者・児童による話し合いから…今後に生かしたいここф

最後に、子どものSOSに気付いたこき、こう対応していくalについて、話し含いを行いました。

アンケート結果にもあつたように、「相談したいけどできない」子もいます。まずは、日々の子ども

の様子をよ<見て、変化に『気付くここJが大切です。またt気付いたらすぐに大人が動くので勝むく、

子どもこ十分に話をするここnt必喜です。私たち六人がよかれと思つて動いたことが、子どもにとっ

ては「困る」こともあるようです。何が最適な対応か勝、その子によって違い春す:気持ちの‐方通

行にならないように、子こもの気持ちをその都度聴きながら、対応してい<ことを心がけたいです。

学校保健委員会の内容は、保腱委員会による元気口′異ム集舒 、全機児童にも発表し参しt。

子どもたちが出も体もすこやかに育つてい<ためには、

日ιIにいる六人からの温かい支援が必要です。

学機ててきること、ご家庭で‐ ることを一緒に考え、

協力しτ子どもたちを育てていけたらと思います。
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